
口
2

33,227 33,798 34,343 34,632 35,098 35,563
人（累計）

33,265 35,219 35,225 35,795 - -

13798  滝沢市水洗便所改造資金貸付事業

水洗化人口
3

33,227 33,798 34,343 34,632 35,098 35,563
人（累計）

33,265 35,219 35,225 35,795 - -

政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(２) 施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この施策に関わる施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移
事務事業目標指標

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

様式Ｇ 最終更新日：令和 元年 7月18日 1頁

前期基本計画 平成３０年度 施策方針評価書

０４ ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します
０７ 効率的な汚水処理施設の整備
０２ 下水道経営基盤の充実

総括主査  小林純子

１．施策の平成30年度までの実現状況を明らかにする
(１) 施策の内容

・下水道供用開始区域内の接続率の向上により、下水道事業の財政基盤の確立を図って参りました。今後も供用後の確実な

下水道への接続と使用料の回収に取り組んで参ります。

・コスト縮減、不明水対策等に取り組むことで、下水道事業の経営の健全化を図って参りました。経営状況分析を踏まえ、

より一層の健全経営に取り組んで参ります。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成30年度

暮

ら

し

経営資本営業利益率

1 △1.1 △1.1 △1.1 △0.7 △0.7 Ｂ
％ 1

0.5 0.6 △0.64 △0.51 △0.51 88.8

幸

福

滝沢市に愛着を持っている人の割合

2 75 75.7 76.4 77 77 Ｄ
％ 74.2

72.3 78.3 74.6 69.2 69.2 △178.6

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度

13796  滝沢市水洗便所改造資金利子補給事業

水洗化人口
1

33,227 33,798 34,343 34,632 35,098 35,563
人（累計）

33,265 35,219 35,225 35,795 - -

13797  滝沢市水洗便所設置費補助事業

水洗化人



針についての達成（実現）状況
Ｂ 概ね達成した

Ｂ 概ね達成した

(１) 施策の実現に影響する社会環境変化
Ｂ 社会環境変化あり

(２) 基本施策との関連性から施策の見直し
Ａ 必要なし

４．施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする

Ｂ 課題あり

様式Ｇ 最終更新日：令和 元年 7月18日 2頁

前期基本計画 平成３０年度 施策方針評価書

０４ ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します
０７ 効率的な汚水処理施設の整備
０２ 下水道経営基盤の充実

総括主査  小林純子

２．施策の実現に向けての平成30年度までの取り組み状況を分析する

・下水道事業の経営基盤の安定を図るため、平成30年4月使用分より料金改定を実施しま

政

した。

・接続率向上の

 

ため、接続に関連する

 

助成制度の周知を含め

 

啓発を行いました。

(

 

２) 基本計画内の取

策

り組みと方針のうち、

:

平成30年度の重点課

基

題の達成（実現）状況

本

・公共下水道への接続

施

推進…既共用開始区域

策

内未接続世帯に対し接

:

続の啓発を行ったほか

施

、全世帯に対し利子補

 

給制度や接

続への助成

 

制度等についてチラシ

 

配布による周知を行い

 

ました。

・不明水対策

策

…不明水流入の予想さ

:

れる箇所についてマン

施

ホール等の補修を行い

策

ました。

３．施策の実

担

現に向けての平成30

当

年度実施後での変化を

職

認識する

・高齢化及び

・

経済事情による公共下

氏

水道未接続世帯が依然

名

として解消されないこ

(

と

・今後新たに発生す

１

る社会環境の変化によ

)

っては、随時効果的な

 

手法を見極めながら進

施

めていきます。

(１)

策

 平成30年度方針策

目

定に際し、今後の方向

標

性や引継課題

【今後の

の

方向性】

　公衆衛生と

達

将来にわたって持続可

成

能な経営の双方を実現

（

するために、アセット

実

マネジメントに基づく

現

整備計画及び経営計

画

）

を策定する必要があり

に

ます。

【引継課題】

・

向

アセットマネジメント

け

による効率的な整備、

た

資源配分

・将来にわた

基

る整備の財源を安定的

本

に確保するための料金

計

算定に関する定期的な

画

検討

期間内の取り組みと方



政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(４)所管実行計画事業費一覧
事    務    事    業    名

No 分    野    別    計    画
計画額 実績額 比較 (%)

実    施    計    画

様式Ｇ 最終更新日：令和 元年 7月18日 3頁

前期基本計画 平成３０年度 施策方針評価書

０４ ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します
０７ 効率的な汚水処理施設の整備
０２ 下水道経営基盤の充実

総括主査  小林純子

13796  滝沢市水洗便所改造資金利子補給事業

162 132 △18.5

13797  滝沢市水洗便所設置費補助事業

240 0 皆減

13798  滝沢市水洗便所改造資金貸付事業

300 0 皆減


